
せ られてお り、企業には適正な就労環境確保への理解が一層求められています。

府内でアルバイ トとして働 く学生の労働条件、就労環境の整備を行 うことは、京都企業に

対する信頼を高め、就職先としての選択や京都で学んだ学生等が将来再び京都へ戻って働 く

ことにもつながります。

事業主の皆様におかれては、労働基準法をはじめとする労働関係法令を十分に理解の上、

社内におけるワークルール教育の充実を図り、これを遵守し、学生アルバイ ト等の労働条件

を適切に確保するとともに、学業とアルバイ ト・就職活動の両立への御配慮、学生がハラス

メン ト被害を受けることのない:F環境等の整備、就職活動における公正な採用選考に取 り組ん

でいただく必要があります。

つきましては、貴会におかれましては、下記の点について府内の事業所に対する周知 。啓

発の御協力を賜 りますようお願いいたします。
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労働基準法をはじめとする労働関係法令を遵守 し、「いわゆる「シフ ト制」により就

業する労働者の適切な雇用管理を行 うための留意事項」を踏まえ、労働時間、賃金、そ

の他適正な労働条件を確保 し、学生が安心してアルバイ トを出来る就労・職場環境を確

保すること。特に学生のアルバイ トが多い業種 (飲食店、塾講師等、コンビニエンスス

トア・スーパーマーケット等)においては、経営者や各店舗責任者に至るまで対応が徹

底されるよう周知強化を図ること

加えて、制度改正により昨年 4月 から労働条件明示事項に就業場所 。業務の変更の範

囲等が追加 されたことに留意するとともに、全ての労働契約の締結時と有期労働契約の

更新時には、アルバイ トをはじめとする労働者に対して、労働条件通知書を確実に交付

すること

労働施策総合推進法等に定められた労働者に対するハラスメン ト防止措置を適正に講

ずるとともに、インターンシップや就職活動においても、学生にハラスメン トと受け取

られることがないよう、言動等に十分に注意すること

特に、本年 6月 に同法等が改正され、企業にカスタマーハラスメン ト対策が義務化さ

れるとともに、インターンシップ生や就職活動中の学生に対するセクシャルハラスメン

ト対策も義務化されることから、改正法施行に先んじて悪質なクレームから学生を守る

ための対策及びセクシャルハラスメン ト防止対策の徹底を進めること

「インターンシップを始めとする学生のキャリア形成支援に係る取組の推進に当たっ

ての基本的考え方」を踏まえて、学生が混乱なく学業と就職活動に取 り組めるよう、イ

ンターンシップで企業が得た学生情報の、広報活動 。採用選考活動の実施時期に応 じた

取扱いには十分留意すること

職業安定法第 5条の 5や職業安定法に関する指針 (平成 11年労働省告示第 141号 )

を遵守し、特別な場合を除き、採用活動において、応募者の SNS投稿の調査などにより、

社会的差別の原因となるおそれがある事項や思想及び信条等の適性・能力以外に関する

個人情報の収集を行わないよう徹底すること
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